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「I would like to build the new scenery materialized only in this town. 」This is the theme of this design 
and is the purpose. In setting up this theme, my experience is acting greatly. 
We are sometimes impressed by the scene of beautiful snow. Although snow is very beautiful, it has the 
negative side. But, I believe that new worth of snow can be found out by reconsidering the role of the snowy 
countory. 
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１．はじめに	 
「”ゆきつもるまち”でしか成立し得ない新たなる風景
を構築したい」これが本設計の一番の主題であり、目的
である。この主題を設定するにあたっては、私の実体験
が大きく作用している。よって、私の生い立ちとともに
このテーマを設定するに至った背景を述べたい。	 	 
”ゆきつもるまち”に暮らす人々にとって、冬という
季節は、一年を彩るどの季節よりも特別な季節なのでは
ないだろうかと感じてきた。青森県に生まれ、故郷を離
れるまでの 19 年間雪国で育った私自身、冬という季節に
特別な感情を抱いてきた。雪国での日常的な体験は、今
でも冬という季節と深く結びついた忘れられない記憶と
なっている。故郷を離れて 6 年が経とうとしている今だ
からこそ、私は本設計を通して自らが育った風土と今一
度向き合いたいと強く思った。それが本設計の主題設定
に至った経緯である。	 
雪というのは、何にも代えられない美しさをもちなが
らも、雪国に暮らす人々にとってはネガティブな側面を
もっている。そういった雪国での雪のあり方を再考する
事で、私はこれまでにない新たな雪の価値を見い出し、
自らを育ててくれた風土に応えたいと考えている。	 
 
２．雪について	 
雪というのは一般的に美しいものとして認識されてい
るのではないだろうか。雪の積もらない地域で暮らす人
であっても、雪を見て心を躍らせたり、うっすらと白く
なった道路を見て何とも言い表し得ない高揚感を味わっ
た事があるはずである。真っ白になった街の景色や、光
に照らされきらめく雪はとても幻想的で、圧倒的な美し
さをもつ。また、そうした他の季節にはない非日常性は、
雪を魅力的なものにさせている要因の一つである。	 
一方で、雪国に暮らす人々にとって、雪はときに生活
の妨げになるやっかいなものであり、疎ましく感じてい
る人が多い現状にある。容赦なく降り積もる雪によって、
人々は生活を営む上で重要な交通機関をかき乱され、冬
がやってくる度に雪かきや屋根の雪おろしなどの”特別
な”労働を強いられる事になる。	 
雪が人々の生活に負担をもたらすことや、雪を耐え忍
ぶための生活の知恵などからも、雪国に暮らす人々が、”
雪をいかに克服するか”を考え、冬の生活を維持しよう
としてきたかがわかる。	 
	 
３．考察	 
”雪”というのは、何にも代えられない美しさをもつ
一方で、時に私たちの生活を妨げる自然の猛威となる。	 	 	 	 
人々は、ときに雪のポジティブな要素に心を奪われる
が、雪国という風土によって形成された文化や建築的な
特徴には、雪を自然の猛威として捉え、”雪を克服して
いこう”という考えが根強く残っているように感じられ
る。	 
私はこれらの現状をふまえ、”雪は疎ましいもの”と
いう考えから”雪と親しむ、あるいは利用する”という
考えに転換する事で雪がまちの個性となるような建築を
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提案したいと考える。	 
これまでにない雪の価値を再考する事で、雪国という風
土でしか成立し得ない風景が生まれるのではないだろう
か。また、そのような風景を生み出す事によって、私た
ちは雪国という風土での生活を今まで以上に享受してい
くことができるはずである。	 
	 
４．敷地	 
敷地は、私が生まれ育ったまち、青森県弘前市に設定
する。敷地周辺は、まちの中心部に位置しているにも関
わらず、近年の大型ショッピングセンターを郊外に出店
させる動きによって、活気が失われてしまった。特に、
このまちで一番のにぎわいをみせていた土手町商店街が
そうした動きの影響を受けたことにより衰退してしまっ
た事が、まちのにぎわい喪失の大きな原因の一つとなっ
ている。	 
	 
５．プログラム	 
商店街の衰退にともなってにぎわいが喪失し、魅力が
失われつつある一方で、このまちには、祭や市場、ある
いは芸術といった活かすべき産物が数多くあり、多大な
ポテンシャルを有しているといえる。	 
しかし現在、そういったまちの資源が活かしきれてい
ないという現状にあるため、この地に弘前市の産物・地
域文化を発信する複合施設を計画する。そうすることに
よってこの場所が人々の交流の拠点となってまち全体が
活性化し、まち本来の魅力を取り戻していくことを目指
す	 
	 
５．設計プロセス	 
垂直積雪量が平均して約 150cm を超える弘前市におい
て除雪は、地方において一番重要なインフラである道路
の除雪が最優先されるため、一日に何度も大きな除雪車
が道路の雪を除雪していく。それにともない除雪車から
歩道へと雪が溢れ出し、歩道に積まれていく。	 
本設計では、雪国では”あたりまえの光景”になって
いる、歩道に高く積まれた雪に注目する。現在は建物に
アクセスする際、人は歩道に積まれた雪を”乗り越えて”
建物内へと入っていくが、歩道に積まれた雪と同じ高さ
にスラブを設ける事で、外部からのアクセスが今まで以
上に容易になると考える。	 
	  
 
 
 
 
	  
	  
また、本設計では、降り積もった雪を”地形”として
捉える。建物内部のスラブが雪の作り出す地形と呼応す
る事で内部と外部が一体となり、冬にしか見ることので
きない新たな”地形”が生まれる。そうした新たな地形
が、これまでになかった風景をつくっていく。 
冬ならではの地形に応えるため、歩道に積まれる雪の
高さ 150cmを一つのモジュールとして、床面を構成する。
そうする事によって夏季(4~11 月)と冬季(12 月~3 月)の
内部空間の使われ方に変化が生まれる。 
冬季になると出入り口に姿を変える開口部や、外部と
一体化する床面など、内部空間の変化によって人の視線
も変化し、見える景色が多様化する。 
 
６．移り変わる風景	 
	 今日まで”ゆきつもるまち”では、”雪を克服してい
こう”とする様が、耐え忍ぶまちの風景をつくってきた。 
道路の雪、屋根の雪、庭に積もる雪、歩道に積まれた
雪。”これらの雪をどのように寄せていくのか”という
ことにどれほどの労力を費やしても、容赦なくまた雪は
降り積もっていくのである。 
それならば、降り積もる雪に呼応するように変化して
いく建築は、疲れたまちの風景にほんの少しの安らぎを
与えてくれるのではないだろうかと考える。 
                         (図)季節によって風景が変化する 
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